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令 和 ２ 年 第 １ 回 定 例 会 総 体 質 問 通 告 事 項 
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加 納 康 平 議 員（ 公 明 党 ） 質問方式：一括質問方式 

 

１ 令和２年度予算編成方針の要の政策について 

（1） 国は、経済再生と財政健全化を両立する予算建てをしています

が、今後の地方の行財政運営当局者としてこの予算建てをどの

ようにとらえていますか。又、要とする本市の政策について伺

います 

 

２ 「活力ある産業が育つまち」について 

（1） イノシシ等農業被害対策事業 

 ア イノシシは現状で何頭位生息していて、どの位までに個体調整

すべきと考えているか 

 イ 又、その為にどのような対策を講じるべきか、目標値を定めて

いるか 

（2） 農道等の長寿命化事業について 

 ア 今回新規事業の「農道等の長寿命化事業」は平成 25 年計画策定

以降、実施はされなかったのはなぜか。今日までの経過はどう

いう内容か 

（3） 産業支援員配置事業について 

 ア 産業支援員配置事業のこれまでの取り組みや成果はどうか 

 イ 新年度、新たに配置する支援員はどのような取り組みを行うの

か 

 

３ 「活発な交流と賑わいのあるまち」について 

（1） シティプロモーション推進事業について 

 ア いくつかの既存事業がありますがそれらと連携、共同して実施

されるものかどうか、事業の目的と全体像について伺う 

 イ 関係人口の拡大を図るとあるが、関係人口とはどのようなもの

か 

 ウ この事業への地域おこし協力隊の関係性はあるか、あるとした

ら活用についてはどのように考えているか 

（2） 御調・向島・因島・瀬戸田地域での地域おこし事業の継続につ

いて 

 ア 各地域は今後、持続可能な実施に向けてどのような視点と対策

が必要と考えるか 
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４ 「心豊かな人材を育むまち」について 

（1） 尾道教育みらいプラン 2・尾道版「学びの変革」推進事業につ

いて 

 ア 児童生徒が主体的・対話的で深い学びを実現する指導の在り方

及び教職員の教授法の向上について ICT の導入により効果が期

待されると考えます。ギガスクール構想など検討されていると

思いますが、現状と今後のお考えをお聞かせください 

 

５ 「人と地域が支え合うまち」について 

（1） 協働のまちづくり事業について 

 ア 広報おのみちや登録メーリングリストによる情報共有で、寄せ

られた意見などはあるか 

 イ アンケートなどで意見集約されていれば、その中の主な意見を

伺う 

 ウ 民間準行政スタッフに高齢者を活用する仕組みづくりの考え

はどうか 

 

６ 「市民生活を守る安全のまち」について 

（1） デジタル防災無線整備事業について 

 ア デジタル防災無線整備事業は、希望する世帯に戸別受信機を貸

与するとしていますが、対象者はどのような方か 

 イ 総合防災マップ更新事業は、全戸配布とのことですが時期はい

つ頃か 

 ウ 防災マップ作成支援事業は、令和元年３件でしたが新年度は何

件を予定しているか 

 エ 令和元年度末時点で、自主防災組織は何団体で組織率は何％に

なるか 

 オ 尾道防災リーダー育成講座は、今後どんなスケジュールで考え

ているか 

 カ 防災士育成について、今後の育成人数や求められる役割につい

ての考えは 

 キ 防災出前講座開催の今後の計画について考えは 
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７ 「安心な暮らしのあるまち」について 

（1） まるごと相談窓口事業 

 ア この事業の目的と他の事業との違い、相談体制についてお聞き

する 

（2） こころサポート事業について 

 ア 窓口開設とアウトリーチによる対応のこれまでの経過につい

て概略を伺う 

 イ 当事者と地域との関わりでは、今後の課題についてどのような

考えがあるか 

（3） 保育士確保対策事業について 

 ア 令和元年度で、必要と思われる保育の量・目標量に対応できる

保育士及び保育教諭の確保は出来ているか 

 イ 現場見学・体験ツアーではその後、何人が就労に至ったか 

 ウ 今後認定子ども園など幼保一体化或いは施設の統廃合、民営化

など、施設の再編を進める主な視点についてお聞きする 

 

 


